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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2019年２月28日から無期限です。
運 用 方 針 マクロの投資環境の変化に応じて、その時々で最適と判

断される投資スタイルで運用を行います。

主要投資対象
Ｏｎｅ国内株オープン
（年 ２ 回 決 算 型）

Ｏｎｅ国内株オープンマザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。

Ｏｎｅ国内株オープン
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の上場株式を主要投資対
象とします。

運 用 方 法

「東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）」を運用に当たってのベ
ンチマークとし、ベンチマークを上回る投資効果をめざ
します。
マザーファンドにおいては、通貨動向、市場関係指標、
景気指標等の調査に基づき、マクロ投資環境を見極めま
す。
投資環境の変化に応じて、成長系（グロース系）、割安
系（バリュー系）、大型、中小型といった視点等から、
その時々で最適と思われる投資スタイルを採用します。
個別銘柄の選択は、利益成長、資本効率、キャッシュフ
ローベースの企業価値等の視点から、成長力および割安
性その他の要因を見極めて行います。

組 入 制 限
マザーファンド受益証券への投資割合には、制限を設け
ません。
株式への実質投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

決算日（原則として２月28日および８月29日。休業日
の場合は翌営業日。）に、繰越分を含めた経費控除後の
配当等収益（マザーファンドの信託財産に属する配当等
収益のうち、信託財産に属するとみなした額（以下「み
なし配当等収益」といいます。）を含みます。）および
売買益（評価益を含み、みなし配当等収益を控除して得
た額）等の中から、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て、分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額
の場合は分配を行わない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：自由演技（年２回）

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「Ｏｎｅ国内株オープン（年２
回決算型）」は、2019年８月29日に第
１期の決算を行いました。ここに、運用
経過等をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

Ｏｎｅ国内株オープン（年２回決算型）

運 用 報 告 書（全体版）
第１期<決算日2019年８月29日>
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1－　　－

■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株式組入

比 率
株式先物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(ＴＯＰＩＸ)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (２月27日)
2019年２月28日 10,000 － － 1,620.42 － － － 264

１期（2019年８月29日） 9,445 0 △5.6 1,490.17 △8.0 98.9 － 1,356
（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率騰 落 率 (ＴＯＰＩＸ)

(ベンチマーク) 騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％
（設定日） (２月27日)
2019年２月28日 10,000 － 1,620.42 － 96.2 －

２月末 10,000 0.0 1,607.66 △0.8 96.2 －
３月末 10,206 2.1 1,591.64 △1.8 97.1 0.9
４月末 10,235 2.4 1,617.93 △0.2 96.6 0.9
５月末 9,724 △2.8 1,512.28 △6.7 94.6 1.8
６月末 10,047 0.5 1,551.14 △4.3 96.1 1.8
７月末 10,044 0.4 1,565.14 △3.4 96.3 1.9

（期　末）
2019年８月29日 9,445 △5.6 1,490.17 △8.0 98.9 －

（注１）設定日の基準価額は、設定当初の金額です。
（注２）騰落率は設定日比です。
（注３）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。
（注４）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。

Ｏｎｅ国内株オープン（年２回決算型）
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■当期の運用経過（2019年２月28日から2019年８月29日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）基準価額は、設定日前日を10,000として計算しています。
（注４）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、設定日前日を10,000として指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　米中貿易問題や、世界経済の減速懸念などを背景に、世界的に株式市場の値動きが不安定になり、国内株式市場
についても企業の利益が減少する見込みとなる中で、値幅を伴った下落となったことから基準価額は下落しました。
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設定日
（2019.２.28）

第１期末
（2019.８.29）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

設 定 日 ： 10,000円
第 １ 期 末 ： 9,445円
（既払分配金０円）
騰 落 率 ： △5.6％
（分配金再投資ベース）
（注）設定日の基準価額は、設定

当初の金額です。
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投資環境
　設定当初から2019年４月下旬にかけては、それまでの市場の不安定さからの回復局面となり、株式市場も堅調に
推移しました。しかし、５月に入ると、米中貿易問題がさらに深刻化する懸念や、世界経済の減速懸念などから、
株式市場は値幅を伴った下落となりました。その後も、米中問題に対するネガティブなニュースや、その問題が市
場予想よりは深刻にならないという期待などから、一進一退での推移になりました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンドの組入比率を期を通じて高位に維持するよう運用しました。

●Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド
　ＴＯＰＩＸ100に属する大型株の組入比率が、ベンチマークである東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）対比で低くなり
過ぎないように注意を払いつつ、独自の成長力を持つ小型株の組入れを積極的に行いました。設定当初は、相場が
不安定な状態からの回復局面であったため、ベンチマークに対し、大型株のウェイトを少なめにし、中小型株への
投資比率を高めにして、リスクをとった運用を行いました。期末にかけては、市場が不安定さを増したため、大型
株の組入比率を引き上げ、リスクを抑制しました。

※運用状況については14ページをご参照ください。
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ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは設定日比で8.0％下落しました。
　当ファンドはベンチマークを2.5％上回りました。期を通して中小型株が大型株に対して弱含む中、大型株のウェ
イトを過度に引き下げることなく、相当程度のウェイトを維持していたことや、個別銘柄では、創薬ベンチャーの
「そーせいグループ」、スーパーのフランチャイズ展開をする「神戸物産」、作業服や関連用品を扱う専門店を
チェーン展開する「ワークマン」などの保有がプラスに寄与しました。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益分配金に充
てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

△20.0

△15.0

△10.0

△5.0

0.0
（％）

第１期
（2019.２.28～2019.８.29）

基準価額
ベンチマーク

【基準価額とベンチマークの対比（設定来）】

項目
当期

2019年２月28日
～2019年８月29日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 29円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンドの組入比率を高位に維持します。

●Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド
　引き続きマクロの投資環境の変化に応じて、投資スタイルを適宜変更します。業績拡大への期待の高い銘柄や、
収益性・資産価値・配当を含む株主還元姿勢の面から見た株価バリュエーションが割安な銘柄の組入比率を高めて
いく方針です。大型株・小型株の組入比率、バリュー（割安）株・グロース（成長）株の組入比率も、相場環境を
見ながら柔軟に比率を変更していきます。

■１万口当たりの費用明細

項目

第１期

項目の概要（2019年２月28日
～2019年８月29日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 85円 0.850％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,979円です。

（投信会社） (41) (0.413) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (41) (0.413) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 2) (0.024) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) 売買委託手数料 5 0.050 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料

（株式） ( 5) (0.050)
（先物・オプション） ( 0) (0.000)

(ｃ) その他費用 0 0.001 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） ( 0) (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 90 0.901
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みま
す。

（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

CC_19574809_03_ostOne_One国内株O（年2回）_運用経過.indd   5 2019/10/17   14:09:54



6－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.70％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

総経費率
1.70％運用管理費用

（販売会社）
0.82％

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.05％
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2019年２月28日から2019年８月29日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド 1,414,000 1,433,800 10,872 11,200

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 21,869,507千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 24,882,692千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.87

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■利害関係人との取引状況等（2019年２月28日から2019年８月29日まで）
【Ｏｎｅ国内株オープン（年２回決算型）における利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況
　期中の利害関係人との取引はありません。

(2) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 495千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 167千円

(Ｂ)／(Ａ) 33.7％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。
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【Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンドにおける利害関係人との取引状況等】
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 10,606 3,644 34.4 11,262 4,236 37.6
株　式　先　物　取　引 2,025 479 23.6 2,011 474 23.6

平均保有割合　3.9％
（注）平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。

(3) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 92

■組入資産の明細
　親投資信託残高

当 期 末
口 数 評 価 額

千口 千円
Ｏ ｎ ｅ 国 内 株 オ ー プ ン マ ザ ー フ ァ ン ド 1,403,128 1,349,248

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 当 期
買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 － － 25
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9－　　－

■投資信託財産の構成� 2019年８月29日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド 1,349,248 98.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 21,499 1.6
投 資 信 託 財 産 総 額 1,370,748 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2019年８月29日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 1,370,748,114円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 21,499,641

Ｏ ｎ ｅ 国 内 株 オ ー プ ン
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 1,349,248,473

(Ｂ) 負 債 14,351,606

未 払 解 約 金 5,084,822

未 払 信 託 報 酬 9,257,921

そ の 他 未 払 費 用 8,863

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,356,396,508

元 本 1,436,143,456

次 期 繰 越 損 益 金 △79,746,948

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 1,436,143,456口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,445円
（注）設定当初の投資元本額は264,572,931円、当期中における追加

設定元本額は1,204,379,312円、同解約元本額は32,808,787
円です。

■損益の状況
当期　自2019年２月28日　至2019年８月29日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △4,523円

受 取 利 息 58
支 払 利 息 △4,581

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △72,988,849
売 買 益 590,425
売 買 損 △73,579,274

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △9,266,784
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △82,260,156
(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,513,208

(配 当 等 相 当 額) (△860)
(売 買 損 益 相 当 額) (2,514,068)

(Ｆ) 合 計(Ｄ＋Ｅ) △79,746,948
次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) △79,746,948
追 加 信 託 差 損 益 金 2,513,208
(配 当 等 相 当 額) (4,212,443)
(売 買 損 益 相 当 額) (△1,699,235)
繰 越 損 益 金 △82,260,156

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 4,212,443
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 0
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 4,212,443
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 29.33
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株式組入

比 率
株式先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率 (ベンチマーク) 期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (２月21日)
2019年２月22日 10,000 － 1,613.50 － － － 25,241

１期（2019年８月29日） 9,616 △3.8 1,490.17 △7.6 99.4 － 23,185
（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

同指数に関するすべての権利・ノウハウおよびＴＯＰＩＸの商標に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商
品は、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではなく、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するい
かなる損害に対しても、責任を有しません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンド
運用報告書

第１期（決算日　2019年８月29日）
（計算期間　2019年２月22日～2019年８月29日）

　Ｏｎｅ国内株オープンマザーファンドの第１期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2019年２月22日から無期限です。

運 用 方 針 マクロの投資環境の変化に応じて、その時々で最適と判断される投資スタイ
ルで運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の上場株式を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式への投資（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）には、
制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日 基 準 価 額 東証株価指数(ＴＯＰＩＸ) 株式組入
比 率

株式先物
比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％
（設定日） (２月21日)
2019 年 ２ 月 22 日 10,000 － 1,613.50 － － －

２ 月 末 10,052 0.5 1,607.66 △0.4 97.9 －
３ 月 末 10,329 3.3 1,591.64 △1.4 97.6 0.9
４ 月 末 10,372 3.7 1,617.93 0.3 97.1 0.9
５ 月 末 9,864 △1.4 1,512.28 △6.3 95.5 1.8
６ 月 末 10,206 2.1 1,551.14 △3.9 97.0 1.8
７ 月 末 10,219 2.2 1,565.14 △3.0 97.2 1.9

（期　末）
2019 年 ８ 月 29 日 9,616 △3.8 1,490.17 △7.6 99.4 －

（注１）設定日の基準価額は、設定当初の金額です。
（注２）騰落率は設定日比です。
（注３）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2019年２月22日から2019年８月29日まで）

基準価額の推移
　当期末の基準価額は9,616円となり、設定来で3.8％
下落しました。

基準価額の主な変動要因
　米中貿易問題や、世界経済の減速懸念などを背景に、
世界的に株式市場の値動きが不安定になり、国内株式
市場についても企業の利益が減少する見込みとなる中
で、値幅を伴った下落となったことから基準価額は下
落しました。

投資環境
　設定当初から2019年４月下旬にかけては、それま
での市場の不安定さからの回復局面となり、株式市場
も堅調に推移しました。しかし、５月に入ると、米中
貿易問題がさらに深刻化する懸念や、世界経済の減速
懸念などから、株式市場は値幅を伴った下落となりま
した。その後も、米中問題に対するネガティブな
ニュースや、その問題が市場予想よりは深刻にならな
いという期待などから、一進一退での推移になりまし
た。

ポートフォリオについて
　ＴＯＰＩＸ100に属する大型株の組入比率が、ベン

チマークである東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）対比で低くなり過ぎないように注意を払いつつ、独自の成長力を持つ
小型株の組入れを積極的に行いました。設定当初は、相場が不安定な状態からの回復局面であったため、ベンチ
マークに対し、大型株のウェイトを少なめにし、中小型株への投資比率を高めにして、リスクをとった運用を行い
ました。期末にかけては、市場が不安定さを増したため、大型株の組入比率を引き上げ、リスクを抑制しました。

設定日
(2019.２.22)

第１期末
(2019.８.29)

(円)
12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

<基準価額の推移>

設定日
(2019.２.22)

第１期末
(2019.８.29)

(ポイント)

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800
<東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の推移>
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ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは設定日比で7.6％下落しました。
　当ファンドはベンチマークを3.8％上回りました。期を通して中小型株が大型株に対して弱含む中、大型株のウェ
イトを過度に引き下げることなく、相当程度のウェイトを維持していたことや、個別銘柄では、創薬ベンチャーの
「そーせいグループ」、スーパーのフランチャイズ展開をする「神戸物産」、作業服や関連用品を扱う専門店を
チェーン展開する「ワークマン」などの保有がプラスに寄与しました。

今後の運用方針
　引き続きマクロの投資環境の変化に応じて、投資スタイルを適宜変更します。業績拡大への期待の高い銘柄や、
収益性・資産価値・配当を含む株主還元姿勢の面から見た株価バリュエーションが割安な銘柄の組入比率を高めて
いく方針です。大型株・小型株の組入比率、バリュー（割安）株・グロース（成長）株の組入比率も、相場環境を
見ながら柔軟に比率を変更していきます。

【運用状況】2019年８月29日現在
（注１）組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

○組入上位10業種
No. 業種 組入比率
１ 情報・通信業 17.1％
２ 電気機器 11.9
３ サービス業 6.5
４ 卸売業 6.3
５ 輸送用機器 6.3
６ 医薬品 5.1
７ 小売業 5.0
８ 化学 5.0
９ 機械 4.3
10 銀行業 3.7

○組入上位10銘柄
No. 銘柄名 通貨 比率
１ エムアップ 日本・円 4.4％
２ トヨタ自動車 日本・円 3.7
３ ソフトバンクグループ 日本・円 2.6
４ ソニー 日本・円 2.2
５ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本・円 2.0
６ 武田薬品工業 日本・円 2.0
７ 日本電信電話 日本・円 1.8
８ キーエンス 日本・円 1.7
９ 三井住友フィナンシャルグループ 日本・円 1.6
10 神戸物産 日本・円 1.4

組入銘柄数 135銘柄

CC_19574809_07_ostOne_One国内株O（年2回）_One国内株OMF（運用経過）.indd   14 2019/10/17   14:09:59



15－　　－

■１万口当たりの費用明細

項 目 当 期
金 額 比 率

(ａ）売買委託手数料 5円 0.049％
（株 式） (5) (0.048)
（先物・オプション） (0) (0.000)
合 計 5 0.049

（注）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。比率欄は
「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額
（10,121円）で除して100を乗じたものです。なお、費用項目
の概要及び注記については５ページ（１万口当たりの費用明
細）をご参照ください。

■売買及び取引の状況（2019年２月22日から2019年８月29日まで）
(1) 株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 18,892.2 36,526,098 8,187.8 12,274,627(△7.6) (－)
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別 買 建 売 建
新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株 式 先 物 取 引 2,025 2,011 － －

（注）金額は受渡代金です。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 48,800,726千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 24,882,692千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 1.96

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。
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■利害関係人との取引状況等（2019年２月22日から2019年８月29日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 36,526 4,239 11.6 12,274 4,933 40.2
株 式 先 物 取 引 2,025 479 23.6 2,011 474 23.6

(4) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 12,415千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 4,941千円

(Ｂ)／(Ａ) 39.8％

(3) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって発行される有価証券

種 類 当 期
買 付 額

百万円
株 式 92

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 当 期
買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 29 － 25
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■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 当 期 末
株 数 評 価 額

千株 千円
水産・農林業（0.5％）
サカタのタネ 30 104,700
鉱業（0.3％）
国際石油開発帝石 70 62,993
建設業（2.4％）
大成建設 50 186,500
五洋建設 230 125,580
大和ハウス工業 70 233,940
食料品（2.0％）
サントリー食品インターナショナル 30 136,200
ニチレイ 50 121,950
日本たばこ産業 95 212,990
繊維製品（0.6％）
東レ 180 134,730
化学（5.0％）
トクヤマ 50 107,850
信越化学工業 18 189,810
三菱ケミカルホールディングス 240 172,968
花王 40 305,800
太陽ホールディングス 25 79,500
富士フイルムホールディングス 50 225,700
新日本製薬 45.1 71,393
医薬品（5.1％）
武田薬品工業 130 455,000
日本新薬 20 172,800
参天製薬 80 146,640
そーせいグループ 70 155,820
第一三共 24 164,856
ステムリム 86.9 89,072
石油・石炭製品（1.0％）
ＪＸＴＧホールディングス 560 239,960
ゴム製品（0.3％）
ブリヂストン 20 79,020
ガラス・土石製品（1.6％）
ＡＧＣ 45 135,900
太平洋セメント 40 106,800
日本特殊陶業 70 125,650
鉄鋼（0.6％）
日本製鉄 100 146,050
非鉄金属（0.9％）
住友金属鉱山 42.5 123,250
古河電気工業 40 90,760

銘 柄 当 期 末
株 数 評 価 額

千株 千円
機械（4.3％）
牧野フライス製作所 25 104,125
ＳＭＣ 4.8 188,832
小松製作所 67 148,271
ダイキン工業 19.6 258,524
セガサミーホールディングス 140 202,860
日本精工 120 99,000
電気機器（12.0％）
イビデン 30 59,940
日立製作所 78 274,638
三菱電機 80 99,840
安川電機 30 103,200
日本電産 17.6 240,856
日本電気 40 184,000
富士通 15 122,850
アンリツ 35 67,480
ソニー 87 513,996
ＴＤＫ 6 48,780
日本光電工業 40.5 119,151
キーエンス 6.3 388,269
ローム 10 73,000
村田製作所 59.1 258,030
キヤノン 30 81,900
東京エレクトロン 7 130,760
輸送用機器（6.3％）
デンソー 25 109,675
トヨタ自動車 125 861,250
本田技研工業 75.3 185,991
スズキ 25 103,700
ヤマハ発動機 43 73,186
シマノ 8 120,400
精密機器（3.4％）
テルモ 70 215,250
ＨＯＹＡ 23 195,546
ノーリツ鋼機 145 245,195
ニプロ 110 120,560
その他製品（3.5％）
フルヤ金属 33 98,934
バンダイナムコホールディングス 25 158,000
ヨネックス 146 72,270
凸版印刷 110 182,820
任天堂 7.6 305,368
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銘 柄 当 期 末
株 数 評 価 額

千株 千円
電気・ガス業（1.0％）
関西電力 110 140,525
イーレックス 70 83,720
陸運業（2.9％）
東日本旅客鉄道 25 253,000
東海旅客鉄道 10 209,150
日立物流 60 198,900
情報・通信業（17.2％）
日鉄ソリューションズ 35 122,850
エムアップ 531.4 1,018,693
じげん 60 35,340
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 9 71,550
メディカル・データ・ビジョン 30 29,910
ＡＬＢＥＲＴ 4.2 40,404
ＵＵＵＭ 10 49,850
チームスピリット 10 15,790
アルテリア・ネットワークス 100 140,600
ＥＤＵＬＡＢ 5 22,500
ソフトバンク・テクノロジー 30 59,040
伊藤忠テクノソリューションズ 30 87,000
デジタルガレージ 38.5 127,820
ネットワンシステムズ 30 85,200
日本ユニシス 50 168,250
日本電信電話 83 420,063
ＫＤＤＩ 50 141,500
ソフトバンク 170 252,960
アルファポリス 15 33,450
スクウェア・エニックス・ホールディングス 35 147,350
カプコン 60 166,620
コナミホールディングス 26 123,370
ソフトバンクグループ 130 609,440
卸売業（6.3％）
ラクーンホールディングス 180 114,300
神戸物産 65 334,750
タイセイ 123 36,162
シップヘルスケアホールディングス 30 146,700
シークス 70 92,050
伊藤忠商事 80 166,520
三井物産 180 293,310
三菱商事 110 279,180
小売業（5.0％）
クリエイトＳＤホールディングス 50 117,150
セブン＆アイ・ホールディングス 65 244,530
リネットジャパングループ 208.3 168,723

銘 柄 当 期 末
株 数 評 価 額

千株 千円
良品計画 60 107,340
ワークマン 48 272,160
ナルミヤ・インターナショナル 69.6 77,604
ニトリホールディングス 5 76,275
ファーストリテイリング 1.5 93,855
銀行業（3.7％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 940 470,470
三井住友フィナンシャルグループ 105 360,045
みずほフィナンシャルグループ 170 25,959
証券、商品先物取引業（1.4％）
ＦＰＧ 130 131,690
ＳＢＩホールディングス 90 188,100
保険業（3.2％）
ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス 70 234,430
ソニーフィナンシャルホールディングス 50 120,900
第一生命ホールディングス 119 169,456
Ｔ＆Ｄホールディングス 200 203,600
その他金融業（0.9％）
オリックス 140 215,460
不動産業（1.8％）
飯田グループホールディングス 60 98,760
三井不動産 100 253,300
東京建物 50 68,150
サービス業（6.6％）
ジャパンベストレスキューシステム 120 140,520
ネクシィーズグループ 28 48,356
オリエンタルランド 18 276,840
ラウンドワン 80 137,760
楽天 140 133,560
シンメンテホールディングス 72 97,632
リクルートホールディングス 50 157,700
日本郵政 180 172,260
グレイステクノロジー 15 42,540
セコム 22 199,606
ニチイ学館 65 104,910

千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 10,696.8 23,048,089
銘 柄 数 < 比 率 > 135銘柄 <99.4％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業
種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■投資信託財産の構成� 2019年８月29日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 23,048,089 98.3
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 390,779 1.7
投 資 信 託 財 産 総 額 23,438,869 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2019年８月29日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 23,438,869,107円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 83,921,915

株 式(評価額) 23,048,089,200

未 収 入 金 277,312,842

未 収 配 当 金 29,545,150

(Ｂ) 負 債 253,745,240

未 払 金 222,945,240

未 払 解 約 金 30,800,000

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 23,185,123,867

元 本 24,110,937,060

次 期 繰 越 損 益 金 △925,813,193

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 24,110,937,060口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,616円
（注１）設定当初元本額� 25,241,160,300円

追加設定元本額� 1,793,708,393円
一部解約元本額� 2,923,931,633円

（注２）期末における元本の内訳
Ｏｎｅ国内株オープン� 22,707,808,448円
Ｏｎｅ国内株オープン（年２回決算型）� 1,403,128,612円
期末元本合計� 24,110,937,060円

■損益の状況
当期　自2019年２月22日　至2019年８月29日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 308,554,553円

受 取 配 当 金 308,744,650
受 取 利 息 2,272
そ の 他 収 益 金 12,615
支 払 利 息 △204,984

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △1,203,381,746
売 買 益 1,855,829,404
売 買 損 △3,059,211,150

(Ｃ) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △14,609,240
取 引 益 13,358,912
取 引 損 △27,968,152

(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △909,436,433
(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 △39,768,367
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 23,391,607
(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △925,813,193

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △925,813,193
（注１）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は期末の

評価換えによるものを含みます。
（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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